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問題 kは実数とする。Oを原点とする座標空間内に 3点

A(1; 1;¡1)，B(4k;¡2k+ 2;¡k+ 1)，C(4k+ 4;¡2k;¡k)

を考える。次の問いに答えよ。

(1) 大きさが 1のベクトル¡!n で，
¡!
OAと

¡!
BCの両方に垂直であるものをすべて求めよ。

(2) 0<s<1，0<t<1とし，線分 OAを s : (1¡ s)に内分する点を P，線分 BCを t : (1¡ t)に内分する点を Q

とする。
¡!
PQを k，s，tを用いて表せ。

(3) (2)の内分点 Pと Qで，
¡!
PQが

¡!
OAと

¡!
BCの両方に垂直であるものが存在するとき，Pと Qの座標を求めよ。

また，そのような Pと Qが存在するための kの条件を求めよ。

(4) kは (3)で求めた範囲にあるとする。(3)の P，Qと線分 PQ上の点 Xに対し4XOAと4XBCの面積が一

致するとき，その面積を求めよ。
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